
市
内
の
状
況

　
市
内
の
児
童
生
徒
数
に
つ
い
て
は
、
市
制

発
足
時
の
平
成
18
年
か
ら
み
て
、
令
和
６
年

５
月
の
時
点
で
は
約
４
割
が
減
少
し
て
お

り
、
年
々
、
小
中
学
校
の
小
規
模
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
学
級
数
に
つ
い
て
は
、
榛
原
中

学
校
、
榛
原
小
学
校
と
榛
原
東
小
学
校
の
一

部
の
ク
ラ
ス
以
外
は
、
１
学
級
編
制
と
な
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
数
年
後
に
は
１
学
級
10
人

以
下
の
学
級
が
複
数
存
在
す
る
状
態
に
な
る

見
込
み
で
す
。

学
校
適
正
化
の

基
本
的
な
考
え
方

　
次
の
４
つ
の
内
容
を
適
正
化
の
基
本
的
な

考
え
と
し
ま
す
。

①�

こ
れ
ま
で
の
審
議
内
容
を
踏
ま
え
、
少
人

数
指
導
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
に
生
か
し

た
特
色
の
あ
る
教
育
を
行
い
ま
す
。

②�

10
年
程
度
先
を
見
据
え
た
中
長
期
的
な
視

点
に
立
っ
て
検
討
し
ま
す
。

③�

単
に
児
童
生
徒
数
の
減
少
と
い
う
理
由
の

み
な
ら
ず
、
こ
れ
か
ら
の
時
代
に
求
め
ら

れ
る
学
習
環
境
を
整
備
し
、
魅
力
あ
る
学

校
づ
く
り
に
つ
な
げ
る
と
い
う
視
点
に

　

全
国
的
に
少
子
化
と
い
う
問
題
が
迫
る
中
、
市
制
発
足
時
の
平
成

18
年
の
市
内
児
童
生
徒
数
は
、
2
7
0
6
人
（
児
童
数
１
７
０
７

人
・
生
徒
数
9
9
9
人
）
で
し
た
が
、
令
和
６
年
５
月
現
在
で
は
、

１
５
２
０
人
（
児
童
数
９
８
４
人
・
生
徒
数
５
３
６
人
）
と
約
４
割
減

少
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
は
今
後
も
続
く
と
推
測
さ
れ
、
児

童
生
徒
数
の
減
少
は
宇
陀
市
教
育
の
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
少
子
化
の
み
な
ら
ず
、
今
の
子
ど
も
た
ち
が
社
会
に
出
て
活

躍
す
る
頃
に
は
、
現
存
す
る
職
種
の
約
半
分
を
Ａ
Ｉ
（
人
工
知
能
）
が

取
っ
て
代
わ
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
予
測
も
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
よ
う
に
予
測
困
難
な
時
代
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
た
め
に

は
、
教
員
の
指
示
を
待
つ
だ
け
の
受
け
身
の
学
習
で
は
な
く
、
子
ど
も

た
ち
自
ら
主
体
的
に
学
ぶ
力
が
、
よ
り
よ
い
社
会
や
人
生
を
切
り
拓
く

た
め
の
原
動
力
に
な
る
と
考
え
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
力
は
決
し
て
一
人
で
身
に
付
く
も
の
で
は
な
く
、
友
達

や
教
職
員
、
地
域
の
人
々
な
ど
様
々
な
人
と
の
関
わ
り
を
通
し
て
育
ま

れ
て
い
き
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
環
境
を
作
る

上
で
、
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
て
、
学
校
の
適
切
な
規
模
や
配
置
を
整

備
す
る
こ
と
は
と
て
も
重
要
で
す
。

　
宇
陀
市
の
子
ど
も
た
ち
が
、
最
適
な
教
育
環
境
の
下
で
学
校
生
活
を

送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
小
中
学
校
の
規
模
・
配
置
の
適
正
化
や

特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
学
校
適
正
化
基
本
計

画
を
策
定
し
ま
し
た
。
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市
内
０
～
14
歳
の

人
口
推
移
予
想

立
っ
て
検
討
し
ま
す
。

④�

学
校
適
正
化
の
実
施
に
当
た
り
、
準
備
期

間
中
に
は
、
学
習
活
動
等
に
支
障
が
出
な

い
よ
う
に
十
分
配
慮
し
、
適
正
化
に
つ
い

て
確
定
し
た
内
容
は
、
保
護
者
や
地
域
住

民
へ
の
周
知
等
、
速
や
か
な
情
報
共
有
を

行
い
ま
す
。
ま
た
、
課
題
へ
の
対
応
に
つ

い
て
検
討
す
る
場
を
学
校
区
ご
と
に
設
け

ま
す
。

市
が
進
め
る
教
育

　
市
で
は
、
小
学
校
と
中
学
校
の
連
携
だ
け

で
な
く
、
こ
れ
ま
で
も
取
り
組
ん
で
き
た
就

学
前
施
設
と
の
連
携
を
生
か
し
、
12
年
間
を

通
し
た
系
統
的
で
一
貫
性
の
あ
る
園
・
小
・

中
一
貫
教
育
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
ま
す
。
こ
ど
も
園
と
小
学
校
、
中
学

校
と
が
一
体
に
な
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
育
て

る
魅
力
あ
る
学
校
・
園
づ
く
り
を
推
進
す
る

こ
と
は
、
市
の
教
育
全
体
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。
地
域
の
実
情
や
子
ど
も
た
ち
の

学
び
や
育
ち
の
現
状
と
課
題
を
的
確
に
把
握

し
、課
題
解
決
の
た
め
の
「
効
果
的
な
手
段
」

と
し
て
、
園
・
小
・
中
一
貫
教
育
を
推
進
し

ま
す
。

宇
陀
市
学
校
適
正
化

宇
陀
市
学
校
適
正
化

��

基
本
計
画

基
本
計
画

う
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ぢ
か
ら
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学校再編内容学校の未来が気になる！

　

市
で
は
、
児
童
生
徒
数
の
減
少
や
学
校
を

取
り
ま
く
環
境
が
大
き
く
変
わ
る
現
状
を
踏

ま
え
、
令
和
元
年
よ
り
、
様
々
な
世
代
、
背

景
や
専
門
性
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
で
構
成
さ
れ

た
委
員
会
を
設
置
し
、
小
中
学
校
の
規
模
・

配
置
の
適
正
化
や
特
色
あ
る
教
育
を
推
進
す

る
た
め
、
協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

会
議
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
背
景
の
違
い
か
ら

多
種
多
様
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、「
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
！
」
と
い
っ
た
共
通
の

キ
ー
ワ
ー
ド
を
も
と
に
基
本
的
な
適
正
化
の

考
え
を
ま
と
め
て
い
た
だ
き
、
そ
れ
を
受
け

学
校
適
正
化
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
子
ど
も
た
ち
が
、
最
適
な
教
育

環
境
の
も
と
で
学
校
生
活
が
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
、
保
護
者
、
地
域
、
学
校
、
教

育
委
員
会
が
一
体
と
な
っ
て
計
画
を
進
め
て

い
き
ま
す
。

教育総務課
　今西課長

宇陀市学校適正化基本計画
を詳しく知りたい方は、右の
QRコードをご確認ください。

　現在の学校の状況を考慮して、既存の学校（校舎）を利用して、「施設分離型」による小中一貫教育を進めます。
　「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引（文部科学省平成 28年 12月 26日）」では、小中一貫型小・
中学校の設置に関する考え方の中で、本市のように、学校選択制と組み合わせて既存の小・中学校をベースとし
て特色ある取り組みを行う場合、義務教育学校制度よりも小中一貫型小・中学校制度の方が活用しやすいという
考えを示しています。

大宇陀中学校

大宇陀小学校

菟田野中学校

菟田野小学校

榛原中学校

榛原東小学校

室生中学校

室生小学校
榛原西小学校

榛原小学校

大宇陀中学校
大宇陀小学校

菟田野中学校
菟田野小学校 榛原地域小学校

（仮称）
榛原中学校

室生中学校
室生小学校

令和９年４月 1日から

小中一貫校
（施設分離）

小中一貫校
（施設分離）

小中一貫校
（施設分離）

小中一貫校
（施設分離）
※小規模特認校と
し、学校選択制を
導入する。※学びの多様化学校を分教室として、設置する。（不登校児童生徒の実態に配慮し、

教育課程の基準によらず、特別の教育課程を編成して教育を行う学校）

Q1 Q2

Q3 Q4

幼稚園の親

小学校の親

▶ ◀

▶ ◀

学校の適正な規模って ? 「小中一貫校」ってど
んな学校？

「学びの多様化学校」っ
てどんなもの？小規模特
認校とは違うの？�

学校が再編されると通学
方法は？

子ども同士が刺激し合い、学力・体力を高め合う
とともに、社会性や協調性、コミュニケーション
能力を身に付けることができる環境を確保するた
めに、各学年２～３学級ある学校を適正な規模と
しました。（宇陀市学校規模適正化検討委員会の答
申による）

小中学校の教員が目指す子ども像を共有し、9年間
を通じた教育課程を編制し、系統的な教育を行う
学校です。具体的な教育内容については、今後検
討していくことになりますが、例えば小中学校で
体育祭などの学校行事を合同で開催したり、中学
校の先生が小学校の授業を担当するなどのことが
行われると考えられます。

学びの多様化学校は不登校の児童生徒の実態に配
慮した教育（カリキュラム）を行う学校であり、
小規模特認校は、従来の学校区（通学区域）にと
らわれることなく、保護者や児童生徒が希望する
場合、市内のどこからでも就学できる学校です。

学校の場所が変わることで、住んでいる場所から
学校が遠くなることもあります。そういった場合、
バスを利用しての通学も考えられます。学校の再
編に伴う様々な課題については、今後、課題検討
の会議を保護者の代表や教職員等で組織していき、
具体的な話合いを進めながら決めていくことにな
ります。 学

校
適
正
化
基
本
計
画
に
つ
い
て

他
地
域
も
同
じ
よ
う
な
形
で
特
色
を

持
っ
た
地
域
と
つ
な
が
り
深
い
、
学
び

あ
い
が
で
き
る
環
境
作
り
に
取
り
組
ん

で
い
け
た
ら
と
思
う
。

こ
の
計
画
の
い
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
？

学
び
の
多
様
化
学
校
案
は
市
民
、
親
に

と
っ
て
も
嬉
し
い
。

こ
の
計
画
の
課
題
は
？

児
童
減
少
を
根
拠
に
学
校
規
模
を
適
正

化
す
る
が
、
地
域
か
ら
学
校
が
な
く
な

る
と
い
う
こ
と
の
地
域
の
影
響
と
、
身

近
な
地
域
の
方
た
ち
と
と
も
に
学
び
合

い
成
長
す
る
機
会
が
子
ど
も
た
ち
か
ら

減
っ
て
い
く
こ
と
を
懸
念
し
て
い
る
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

学
校
教
育
が
対
話
を
中
心
と
し
た
、
学

び
合
い
の
場
と
な
り
、
数
字
で
一
律
に

図
れ
な
い
子
ど
も
た
ち
の
本
当
の
意
味

で
の
生
き
る
力
を
地
域
も
含
め
て
と
も

に
育
て
る
場
に
な
っ
て
ほ
し
い
。

保
護
者
に
聞
い
て
み
ま
し
た

学
校
適
正
化
基
本
計
画
に
つ
い
て

市
内
の
子
ど
も
た
ち
の
人
数
が
想
像
し

て
い
た
よ
り
も
少
な
く
な
る
見
通
し
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
適
正
化
の
内
容
は
将

来
的
に
は
仕
方
が
な
い
よ
う
に
感
じ
る
。

こ
の
計
画
の
い
い
と
思
わ
れ
る
こ
と
は
？

将
来
的
な
小
中
一
貫
教
育
に
よ
り
、
小

学
生
と
中
学
生
の
盛
ん
な
交
流
が
生
ま

れ
、
学
習
や
学
校
生
活
の
刺
激
に
な
る

こ
と
。

こ
の
計
画
の
課
題
は
？

地
域
か
ら
小
学
校
が
な
く
な
る
こ
と
に

よ
り
、
ま
す
ま
す
子
育
て
世
帯
が
住
ま

な
く
な
っ
て
し
ま
う
。
ま
た
、
一
度
合

併
し
て
し
ま
う
と
人
口
が
増
え
た
際
、

新
た
に
小
学
校
を
増
や
す
こ
と
が
難
し

い
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
。

こ
れ
か
ら
の
こ
と
に
つ
い
て

ク
ラ
ス
の
約
半
数
が
新
し
い
環
境
と
な

る
に
あ
た
り
、
子
ど
も
た
ち
へ
の
フ
ォ

ロ
ー
を
お
願
い
し
た
い
。

う
だ
ぢ
か
ら

ま
ち
の
わ
だ
い

み
ん
な
で
子
育
て

お
知
ら
せ

掲
示
板
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